
　自殺による死亡者数は、平成22年の
年間29人をピークに令和３年は７人と
近年は10人前後で推移しています（右
表参照）。自殺は、過労、経済的困窮、
育児や介護疲れ、いじめなどさまざま

□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれたことが楽しめなくなった
□以前は楽にできていたことが、
　今ではおっくうに感じる
□自分が役に立つ人間だと思えない
□わけもなく疲れたような感じがする

なことが要因となる「だれにでも起こりうる危機」といえます。新型コロナまん延の長期化で、苦しさのＳＯＳ
を周囲に発信できず問題を抱え込みやすい今だからこそ、悩みを相談してみませんか。

（うつ病対策推進方策マニュアルより抜粋）

出典：厚生労働省

■市では、ホームページ（右ＱＲ）に相談窓口を掲載しているほか、「こころの相談」
　「小さな相談室」を実施しています。25、26ページを併せてご覧ください。
問い合わせ先…健康推進課　内線2389

平成29年 平成30年 平成31年 令和２年 令和３年

男 ９ 14 10 ６ ４
女 ２ ０ ２ ３ ３
総数 11 14 12 ９ ７

９月10日～16日は自殺予防週間です
当市の現状

こころが疲れていませんか？「うつ病セルフチェック」

つらいときには……誰かに相談してみましょう

　電話相談　24時間対応

　２項目以上が２週間以上、ほとんど毎日続い
ていて、つらい気持ちになる、毎日の生活に支
障が出ている時は、うつ病の可能性も考えられ
ます。
　早めに医療機関等に相談してみましょう。
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